
令和８年度 調布市立杉森小学校「学校いじめ防止対策基本方針」  

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめ防止に関する学校の目標 

・児童が自己肯定感をもち、自他の生命を尊重する心情を育めるようにする。 

・人権教育の充実を図り、教職員・児童ともにしっかりとした人権感覚を養う。 

・いじめは人として絶対に許されないという強い認識に立ち、被害児童の立場に立った 

指導を行う。 

・いじめの未然防止及び早期対応によるいじめの解消を目指すために、日々児童一人一人の

様子を見取るとともに、「いじめ対策委員会」を設置し、組織的に対策を行う。 

【いじめの未然防止】 

・道徳や特別活動等で人権尊重の精神をはぐくむ。 

・学年担任制を通して、複数の教員の目で児童を見る。 

・キャリアや、パーソナリティーの異なる教員が授業や給食、清掃時間に学年内をローテーションすることで、児童から担任以外でも相談 

しやすい教員がいる状況を作る。 

・11 月に行う「ふれあい月間」で全学級対象にいじめに関する道徳の授業を行う。 

・いじめ防止の対策のために「いじめ対策委員会」を組織し、各クラスからの情報の収集並びに対策について検討、指示を行う。（校長・副

校長・主幹・生活指導主任・養護・各学年主任・スクールカウンセラー・特別支援コーディネーター・当該学級担任） 

・代表委員会と連携し、全校児童参加によるあいさつ運動及び人権週間における発表会を実施する。 

・インターネットを通して行われるいじめについて学習する機会を設ける。＜情報モラル教育の推進＞ 

・教職員の人権意識をもった授業改善 

【早期発見・初期対応】 

・いじめに関する研修を年間３回行い、職員のいじめに対する知識や対応について学ぶ機会を設ける。 

・いじめの疑いを感じた段階で即座に、学年内共通理解をする。 

・いじめを認知した時には、即座に管理職に報告し、管理職の指示のもと当該児童にかかわる全教員が集まり（いじめ対策委員会）授業は 

もちろん、教室移動や休み時間・掃除など学校生活を間断なく注視する体制を作る。 

・日頃から児童とのコミュニケーションを密に取り、何でも話せる、相談できる信頼関係を構築する。 

・日々児童一人一人の様子を見取り、いじめの疑いや児童の変化を見逃さず声かけをしたり聞き取りをしたりして、迅速に組織で対応する。 

・「いじめ相談窓口」を設置し、学校・学年だよりやＨＰ、保護者会等を通じて、児童・保護者・地域への周知を図る。 

・生活指導夕会等で情報交換を密に行う。 

・ふれあい月間だけでなく、毎月児童へのアンケートを実施する。 

・関係機関との連携による学校非公式サイト等の監視 

・5 年生のスクールカウンセラーによる全員面接の実施 

                      

 

 

  

○教職員の指導力の向上 

・人権教育プログラムを活

用した研修を年３回行

う。 

・いじめ防止チェックシー

トの活用の仕方について

共通理解を図る。 

○学校の組織的対応 

・いじめ対策委員会の設置 

・生活指導夕会やふれあい

月間を活用し，状況の把

握と情報共有を図る。 

○スクールカウンセラーとの

連携 

・教育相談研修会への参加を促

し、児童理解を深めるととも

に、情報の共有を図る。 

・児童・保護者の様子について

連携を図り、対応に当たる。 

○保護者・地域との連携 

・授業参観や学校行事等で来校す

る機会を設ける。 

・学校だよりやホームページ等で

情報発信をする。 

・年度初めに「学校いじめ防止対策

基本方針」を保護者へ周知する。 

＊重大事態への対処 

●いじめが「重大な事態」と判

断された場合の手順 

 

 

        いじめを認知し，学校で組織的に対応する場合 

① 実態把握の観点 

・朝の会、各学習時間、休み時間等に

おける児童の様子の観察 

・職員夕会や生活指導夕会等で情報共有 

・学年担任制を通して、複数の教員の

目で児童の様子を観察。 

・学年会（専科含む）における情報交

換・共通理解 

・児童アンケートの実施（毎月） 

 

② 指導・支援の基本姿勢 

・いじめ対策委員会の構成員 

校長・副校長・教務主幹・生活指導主幹・

養護・学年担任・専科・スクールカウンセ

ラー・当該学級担任 

・生活指導夕会や職員夕会等を利用して素早

く情報収集及び共通理解を図る。 

・生活指導主幹を中心とした組織的な対応を

行う。 

・被害児童及び加害児童からの聞き取り、ま

た必要に応じて関係児童への聞き取りを

行う。 

③ ＜被害児童の支援＞ 

・生活指導夕会等による全教職員の

共通理解を図る。 

・カウンセラー・関係諸機関とも連

携する。 

・保護者との連絡も密に取り支援を

行う。  

＜加害児童の指導＞ 

・担任の他に生活指導主幹、管理職

も同席しての指導も行う。 

・カウンセラー・関係諸機関、保護

者とも連携し、心に寄り添った指

導を行う。 

悪質ないじめで、教育委員会や関係諸機関と連携して対応する場合 

●関係諸機関との連携 

・必要に応じて、関係諸機関と連携し、ケース会議等を行い、情報共有を図り指導を行う。 

連携機関⇒（指導室，教育相談所，子ども家庭支援センターすこやか，多摩児童相談所，調布警察署等） 

年 間 指 導 計 画 

 ４ 月   ５ 月    ６ 月    ７ 月    ８ 月    ９ 月    10 月    11 月    12 月    １ 月    ２ 月   ３ 月 

各教科 
                                             「いのちと心の教育」月間    

                                                  命の授業  

生活指導 
             ふれあい月間                           ふれあい月間            ふれあい月間 

             あいさつ運動                           あいさつ運動 

学校行事 
入学式・始業式                終業式        始業式  スポフェス  学習発表会   終業式   始業式     修了式・卒業式 

     日光移動教室  八ヶ岳移動教室                                連合音楽会           

特別活動 
集団生活のルール           夏休みの過ごし方                         冬休みの過ごし方       春休みの過ごし方 

通年を通したたてわり活動・集会活動 いじめに関する授業（いじめをなくすための取組を考える） 

道徳科 
命の授業                                            いじめに関する授業 いのちと心の教育    

生命尊重・信頼友情・思いやり・公徳心・社会的役割等の価値項目の重点化                道徳授業地区公開講座 

家庭・地域 
保護者会 個人面談         保護者会 個人面談                         保護者会            保護者会 

学校公開          授業参観                    学校公開    道徳授業地区公開講座         授業参観 

具体的ないじめへの対応（早期発見，重大事態への対応） 

①教育委員会への報告を

し，教育委員会が設置す

る組織との連携・協力を

する。 

②被害の児童・生徒への緊

急避難措置の検討，実施 

③加害の児童・生徒への懲

戒や出席停止の検討 

④警察や児相等との連携 

⑤緊急保護者会の開催 

 

○いじめ防止に関する 

法令 

・こども基本法 

・いじめ防止対策推進法 

・東京都いじめ防止対策推

進条例 

・調布市子ども条例 

・調布市教育委員会目標 

及び基本方針 

・調布市教育委員会「いじ

め防止対策委員会」設置

実施要項等 

○目標策定の方針 

・児童の実態 

明るく素直な児童が多

い。保護者も学習や生活

等について関心をもって

おり、学校教育にも協力

的である。 

・保護者や地域の願い 

明るく元気に生活をし、

誰とでも仲良く力を合わ

せて生活してほしいとの

願いをもっている。 

目指す児童像 

〇思いやり助け合う子ども ◎自ら考え進んで学ぶ子ども 〇元気で丈夫な子ども 

【相手意識・感謝の心】    【主体性】      【心身の健康】 

いじめの未然防止・早期発見・初期対応のために 


